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■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会

発
足
の
経
緯

日
本
山
岳
会
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
関

わ
り
を
も

っ
た
の
は
、　
一
九
九
四
年
十
二

月
に
、
過
去
の
海
外
登
山
の
記
録
な
ど
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
資
料
委
員
会
内

に
デ
ー
タ
バ
ン
ク

（Ｄ
Ｂ
）
研
究
会
が
発
足
し
た
こ
と
に
遡

る
。
そ
の
後
、
情
報
化
が
進
む
中
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
急
速
に
普
及
し
、
本
会

で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（Ｈ
Ｐ
）
や
Ｅ
メ
ー

ル
の
シ
ス
テ
ム
構
築
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
、

一
九
九
七
年
の
年
次
晩
餐
会
を
機
に
Ｄ
Ｂ

研
究
会
が
そ
の
任
に
あ
た

っ
て
き
た
。
こ

の
間
、
海
外
か
ら
の
多
数
の
問
い
合
わ
せ

に
対
応
す
る
な
ど
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て

き
た
が
、　
一
方
で
そ
の
取
り
扱
う
範
囲
が

余
り
に
も
幅
広
く
、
会
の
運
営
そ
の
も
の

に
関
わ
る
問
題
が
生
じ
か
ね
な

い
な
ど
、

責
任
体
制
を
含
め
た
組
織
上
の
不
備
が
指

摘
さ
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
昨
年
十

一
月
の
理
事
会
で
、
こ

れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
検
討
委
員
会

（世

話
役

・
森
、
委
員

・
鯵
坂
、
増
山
、
高
原

の
各
理
事
と
Ｄ
Ｂ
研
究
会
の
三
上
委
員
で
　

＞

構
成
）
を
発
足
さ
せ
、
Ｄ
Ｂ
研
究
会
か
ら
　

Ｈ

の
意
見
聴
取
な
ど
数
回
に
わ
た
る
討
議
を

経
て
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
得
て
、
二
月

の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
実
行
に
移
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。

第

一
に
、
過
去
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
登
山
活
動

（主
に
海
外
登
山
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

に
関
し
て
は
、
Ｄ
Ｂ
研
究
会
で
当
初
の
目

的
に
沿

っ
て
今
後
も
継
続
し
て
作
業
を
進

め
る
。
ま
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
よ
り
生
か

す
た
め
の
他
登
山
団
体
と
の
デ
ー
タ
の
共

有
化
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｂ
研
究
会
を
管
轄

し
て
い
る
資
料
委
員
会
担
当
理
事
を
窓
口

と
し
、
海
外
連
絡
、
高
所
登
山
な
ど
の
関

係
委
員
会
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
そ

の
促
進
に
努
め
る
。
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第
二
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
更

新
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
し
て
の
問
い

合
わ
せ
と
い
っ
た
広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、

総
務
委
員
会
内
に
新
た
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
小
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
総
務
担
当
理

事

一
名
が
責
任
者
と
な

っ
て
、
そ
の
運
営

に
当
た
る
（今
年
度
は
高
原
理
事
が
担
当
）
。

た
だ
し
、
会
長
ま
た
は
右
記
責
任
者
が
有

事

（例
え
ば
遭
難
事
故
な
ど
）
と
判
断
し

た
と
き
は
、
会
長
ま
た
は
会
長
が
指
名
し

た
理
事
の
も
と
に
情
報
を

一
元
的
に
集
約

し
、
該
当
事
項
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
内
容
及
び
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
問
い
合

わ
せ
へ
の
対
応
な
ど
は
、
そ
の
指
示
に
基

づ
い
て
発
着
信
す
る
。

前
記
検
討
委
員
会
で
は
、
こ
の
他
に
Ｅ

メ
ー
ル
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
基

準
や
次
の
項
で
述
べ
る
よ
う
な
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
を
よ
り
有
効
に
生
か
す
た
め
の
活

性
化
策
、
長
期
的
視
野
に
立

っ
た
今
後
の

対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
も
提
言
し
て
い
る
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会
の

発
足
に
よ
り
、
二
つ
の
委
員
会
の
役
割
分

担
と
責
任
体
制
の
明
確
化
に
対
応
し
た
組

織
上
の
整
備
は
進
ん
だ
が
、
実
務
上
は
当

面
多
く
の
委
員
が
両
委
員
会
を
兼
務
せ
ざ

る
を
得
ず
、
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
そ
れ

ぞ
れ
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。登

山
活
動
に
資
す
る
登
山
記
録
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
広
報
活
動
は
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の

重
要
性
を
増
す
こ
と
を
念
頭
に
、
よ
り
多

く
の
会
員
の
理
解
と
実
務
作
業
へ
の
協
力

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
情
報
化
社
会

の
中
で
の
山
岳
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

（検
討
委
員
会
世
話
役

・
森
　
武
昭
）

■
デ
ー
タ
バ
ン
ク
研
究
会
の

現
状
と
今
後
の
課
題

過
去
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
登
山
活
動

（主
に
海
外

登
山
）
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化

の
作
業
は
、

一
九
八
〇
年
以
降
に

『山
岳
』
に
掲
載
さ

れ
た
多
く
の
記
録
と
マ
ナ
ス
ル
関
係
の
大

部
分
は
日
本
語
と
英
語
で
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
い
る

（図
１

・
２
参
照
）
。
そ
の
他
に

つ
い
て
も
漸
次
進
行
中
だ
が
、
手
不
足
の

状
態
で
作
業
は
捗

っ
て
い
な
い
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
に
よ
る
作
業
促
進

（教
育
体
制
の

整
備
を
含
め
て
）
や
作
業
メ
ン
バ
ー
の
新

た
な
募
集
な
ど
の
改
善
が
課
題
で
あ
る
。

他
の
山
岳
団
体
と
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
共

有
化
は
、
二
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
、
諸
般

の
事
情
で
遅
れ
て
い
た
が
、
最
近
に
な

っ

て
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
う
な
ど
活
発
に
動

き
始
め
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
で
は
主
に
高
所

登
山
研
究
会
が
対
応
し
て
い
る
。

登
山
記
録
に
関
し
て
は
、
国
内
よ
り
も

海
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
多
い
。
海
外

で
は
日
本
の
登
山
隊
情
報
は
結
果
程
度
で
、

大
半
の
経
過
な
ど
詳
細
は
不
明
な
場
合
が

ほ
と
ん
ど
と
思
わ
れ
る
。
国
内
で
は
、
市

販
の
雑
誌
な
ど
で
も
そ
れ
ら
の
情
報
が
報

道
さ
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
登
山
記
録
以

外
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
、
現
状
で

は
海
外
連
絡
委
員
会
や
有
志
会
員
の
情
報
、

助
言
を
得
て
、
可
能
な
範
囲
で
対
応
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

将
来
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
だ
け
で
な
く
よ
り
多

く
の
登
山
記
録
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て

い
き
、
国
内
外
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

図 1 英語版ホームベージの扉

図 2 日本語遠征記録 (山名インデックス部分)
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よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（デ
ー
タ
バ
ン
ク
研
究
会
）

■
会
員
専
用
ベ
ー
ジ
の
開
設
が
急
務
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会

現
在

の
Ｊ
Ａ
Ｃ

の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

（Ｆ
ぎ
ミ
要
ヨ
ヨ
」”
ｏ
・ｏ
ユ
リ
）
は
、
会
の
紹

介

・
会
報
の
要
約

・
行
事
案
内
な
ど
が
主

体
で
あ
る

（図
３

・
４
参
照
）
。
こ
の
他

に
前
述
の
登
山
記
録
の

一
部
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
現
状
に
お
け
る
最
重
要
課
題
は

内
容
の
充
実
で
あ
る
。
現
在
は
、
会
員

・

非
会
員
に
関
係
な
く
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
に
な

っ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
会
員
の

会
費
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す

る
な
ら
、
当
然
会
員

へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
主
　

＞

体
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
屹

そ
こ
で
、
シ
ス
テ
ム
内
に
会
員
の
み
が

ア
ク
セ
ス
で
き
る
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
、
会

員
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
公
開

（現
在
委

員
会
で
は
八
十
名
の
会
員
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
ア
ド
レ
ス
を
把
握
し
て
い
る
が
実
際

に
は
こ
の
数
倍
の
会
員
が
利
用
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
）
、
各
種
委
員
会
の
活

動
状
況

（遭
難
対
策
委
員
会
で
は
遭
難
情

報
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
き
る
よ
う
に
現

在
準
備
中
）
、
会
議
案
内
や
議
事
録
な
ど

郵
便
物
の
メ
ー
ル
発
送
化
、
ル
ー
ム
使
用

の
予
約
、
地
方
支
部
と
の
頻
繁
な
情
報
交

換

（現
在
は
青
森
、
東
海
、
信
濃
の
三
支

部
が
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
Ｈ
Ｐ
内
に
掲
載
し
て
い
る

が
、
今
後
は
支
部
独
自
の
Ｈ
Ｐ
を
開
設
す

【
¨

耗蜆

覇轟轟躍饉
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図 4お知らせ 04月

る
動
き
も
あ
る
）
な
ど
、
多
方
面
の
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
会
報
の
原
稿
は
現
在
で
も
パ
ソ

コ
ン
で
編
集
さ
れ
、
Ｈ
Ｐ
の
管
理
担
当
者

に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
経
由
で
渡
さ
れ
、
該

当
号
の
会
員

へ
の
発
送
後
、
Ｈ
Ｐ
に
要
約

を
掲
載
し
て
い
る
。
今
後
会
員
に
対
し
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
速
報
性
を
生
か

し
て
最
終
校
正
を
終
え
て
印
刷
中
の
会
報

記
事
を
い
ち
早
く
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
す
る
な
ど

の
施
策
も
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
く
た
め
に
は
、
会
員
の
み
が
利
用
で
き

る
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ

り
、
今
年
度
内
の
実
現
を
目
指
し
て
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
近
で
は
、
電
話

ｏ
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
い
っ
た

情
報
伝
達
手
段
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
の
Ｅ
メ
ー
ル
が
急
速
に
普
及
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
で
も
住
所
変
更
な
ど
の
事
務
手
続

き
を
Ｅ
メ
ー
ル
で
寄
せ
る
例
が
生
じ
て
い

る
。
現
在
は
、
到
着
し
た
Ｅ
メ
ー
ル
を
Ｈ

Ｐ
管
理
者
が
事
務
局

へ
転
送
連
絡
し
て
い

る
。
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
同
様
に
事
務
局
で

日
常
的
に
取
り
扱
え
る
よ
う
に
鋭
意
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
全
体
の
窓
口
と
し
て
公

開
し
て
い
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、
」”
ｏ
‥

一乳
ｏ
◎

，
ｏ
。ｏ
ユ
リ
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の

他
に
、
委
員
会
独
自
の
連
絡
用
と
し
て
総

務

・
図
書

・
海
外
連
絡
の
各
委
員
会

（非

公
開
）
及
び
遭
難
対
策
委
員
会

（準
備
中
）

が
専
用
ア
ド
レ
ス
を
設
け
て
い
る
。

（イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会
）

■
デ

ー
タ
入
力
に
ご
協
力
を

！

デ
ー
タ
バ
ン
ク
研
究
会
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

た
す
た
め
に
前
述
の
よ
う
な
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
委
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
依
存
し
て
お
り
、
人
手
不
足
が
大
き
な

問
題
で
あ
る
。
平
均
年
齢
五
十
九
歳
の
Ｊ

Ａ
Ｃ
で
は
あ
る
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
現
実
に

利
用
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
積
極
的
に
利

用
し
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
る
会
員
も
大

勢
い
る
は
ず
で
あ
る
。
Ｈ
Ｐ
作
成
な
ど
の

実
務
経
験
の
あ
る
方
は
も
と
よ
り
、
登
山

記
録
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
Ｈ
Ｐ
の
デ
ー

タ
入
力
な
ど
比
較
的
簡
単
な
作
業
で
も
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
ぜ
ひ
両
委
員
会

ま
で
申
し
出
て
い
た
だ
き
た
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
す
る
と
、
天

気
予
報
、
各
県
警
の
登
山
情
報
、
交
通
機

関
の
運
行
情
報
、
山
小
屋
情
報
な
ど
の
情

報
を
手
軽
に
い
つ
で
も
入
手
で
き
る
な
ど

利
便
性
に
優
れ
、
安
全
、
快
適
な
登
山
に

大
変
有
益
で
あ
る
。
ま
た
、
山
岳
展
望
、

山
岳
図
書
、
博
物
誌
な
ど
の
山
岳
文
化
情

報

に
も
気
軽
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
Ｈ
Ｐ
で
も
こ
れ
ら
の

情
報
を
提
供
し
て
い
る
団
体
な
ど
を
リ
ン

ク
先
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る

（左
の
表
参
照
）
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
情
報
化
社

会
が
進
展
す
る
中
で
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
で
も
こ
れ

に
対
応
し
た
施
策
を
徐
々
に
実
行
に
移
し

て
い
る
が
、
よ
り
有
効
に
生
か
し
て
い
く

た
め
に
も
会
員
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
会
員
の
ニ
ー
ズ

に
あ

っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
心
が
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（総
務
担
当
理
事

・
高
原
三
平
）

表 :山岳関係ホームベージリス ト

山岳関連の団体

日本登山医学研究会 http://wwwom,chibatac,ip/ClaSS/reSpir/iSmm.htm

日本ネパール協会 http://www.bigoorojp/～ jns

海外山岳団体 (一部)

英国山岳会 The Alpine Club http://呻 。alpine― club.orgouV

アメリカ山岳会The American‖ pine Club httpl〃wⅥ肌AmericanttpineClub.ory

スイス山岳会 Swiss Alpine Club

http://ourworldocompuseⅣeocom/homepages/■ chard― Liu/sac.htm

ヒマラヤンクラブ Himalayan Club http://www.himalayanclubocom

地方自治体 (一部)

富山県警 http://酬 .pref.toyamaoip/KENKE1/SANGAKU/1NDEX.HTM

山梨県警 http:〃 www.pref.yamanashiojp/police/tiiki/tiiki.htm

長野県警・山岳情報 http://ww眩 avis.ne.jp/～ police/nsangaku.html

岐阜県警・北アルプス登山情報 http://Ⅶw.preigifu.ip/POLICE/alps/

静岡県警・富士山/天城連峰等の情報

http://wwwowbs.or.jp/cmt/kenkei/htm1/sangaku.htm

博物館、記念館 (省略)

交通案内等 (省略)

山岳ガイド、辞書り地図 出版社、フォーラム等 :

地図センター http://www.nifty.ne.jp/forum/fyamapん mc.htm

長野県山岳協会 http://www.nttl― net.neojp/nmaj/

信州山小屋ネット(信濃毎日新聞)http://www.shinmai.co.ip/yama

山の展望と地図のフォーラム(FYAMAP)http://www.nifty.ne.ip/forum/fyamap

気象情報

日本気象協会 http://… .jwa.orojp/index― johtml

防災気象情報 http://tenki.or.jp/

WNI Cyber Weath er World http:/ん wwowniocoojp/cww/index.html

(3)
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JAC
支部だより

支
部
総
会
と

下
呂
御
前
山
懇
親
登
山

四
月
二
十
二
、
二
十
三
日
、
岐
阜
県
益

田
郡
下
呂
町
の
地
方
公
務
員
下
呂
保
養
所

「湯
ヶ
峰
」
に
お
い
て
、
大
塚
博
美
会
長

を
お
招
き
し
て
、
平
成
十
二
年
度
岐
阜
支

部
総
会
と
下
呂
御
前
山

（
一
四

一
一
メ
ー

ト
ル
）
登
山
を
、
会
員
、
会
友
五
十
九
名

が
出
席
し
て
開
催
し
た
。

高
本
碕
男
支
部
長
か
ら

「平
成
十
四
年

度
は
岐
阜
支
部
創
立
三
十
周
年
、
記
念
大

会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
準
備
委
員
を
選

任
し
て
い
た
だ
い
て
、
今
年
度
か
ら
そ
の

準
備
に
取
り
か
か

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
が
あ

っ
た
。

大
塚
会
長
か
ら
は

「山
に
登
る
ク
ラ
ブ

が
、
こ
う
し
た
畳
の
間
に
座

っ
て
総
会
を

開
催
す
る
こ
と
は
、
発
言
も
し
や
す
く
よ

全国各地の支部から,独自の活動状況を
リポー トします。

い
雰
囲
気
で
あ
る
」
と
、
ま
ず
は
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
「私

を
は
じ
め
理
事

一
同
は
ク
ラ
ブ
サ
ー
バ
ン

ト
の
心
で
会
務
に
専
念
し
て
い
ま
す
。
今

夏
は
カ
ナ
ダ
山
岳
会
と
合
同
事
業
で
、
ア

ル
バ
ー
タ
峰
登
頂
七
十
五
年
記
念
登
山
と

ト
レ
ツ
キ
ン
グ
を
催
し
ま
す
」
と
、
本
部

の
心
意
気
と
近
況
を
述
べ
ら
れ
た
。
続
い

て
議
事
に
入
り
、
平
成
十
二
年
度
事
業
計

画
な
ど
八
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
承

認
さ
れ
た
。

懇
親
会
に
入

っ
て
、
丹
沢
邦
夫
さ
ん
な

ど
新
入
会
員
、
会
友

の
自
己
紹
介

の
後
、

乾
杯
。
い
つ
も
の
よ
う
に
賑
や
か
に
懇
親

を
深
め
合
う
。

四
月
二
十
三
日
、
寒
冷
前
線
が
通
過
し

て
い
た
た
め
、
朝
方
小
雨
気
味
で
あ

っ
た

が
、
予
定
ど
お
り
八
時
に
保
養
所
を
車
で

出
発
し
た
。
下
呂
町
の
温
泉
街
か
ら
阿
多

野
谷
に
沿

っ
て
道
幅
の
狭
い
林
道
を
四
キ

ロ
ほ
ど
登
り
、
「山
神
」
と
刻
ま
れ
た
小

さ
な
石
碑
前
で
下
車
。
身
支
度
を
し
て
六

十
二
名
が
八
班
編
成
で
登

っ
た
。
杉
や
檜

が
よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
や
や
急
な
斜

面
の
ジ
グ
ザ
グ
の
径
を
、　
一
時
間
ほ
ど
登

っ
た
ら
尾
根
に
出
た
。
ど
ん
よ
り
と
し
て

い
た
空
も
次
第

に
明
る
く
な

っ
て
き
た
。

樹
木
も
ク
ヌ
ギ
、
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
樹
林

に
変
わ

っ
て
き
た
。

往
時
を
偲
ぶ
遥
拝
所
の
跡
に
着
き

一
息

入
れ
る
。
気
さ
く
な
大
塚
会
長
を
中
に
し

て
写
真
を
撮

っ
て
い
る
支
部
委
員
の
姿
が

見
ら
れ
た
。

正
午
ち
ょ
う
ど
に
頂
上

へ
登

っ
た
。
大

塚
会
長
の
音
頭
で
万
歳
を
三
唱
し
て
か
ら

昼
食
。
天
気
さ
え
よ
け
れ
ば
雪
に
覆
わ
れ

た
御
岳
の
全
容
を
美
し
く
眺
望
で
き
る
の

だ
が
、
当
日
は
薄
日
が
差
し
て
い
る
も
の

の
、
遠
く
の
山
々
は
裾
野
だ
け
で
、
上
部

は
雲
に
遮
ら
れ
て
あ
い
に
く
見
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

大
体
止
し
て
下
山
に
か
か
り
、
午
後
三

時
登
山
口
に
到
着
、
下
山
者
を
確
認
し
て

散
会
し
た
。　
　
　
　
　
　
（清
水
芳
彦
）

渕
襲
難
動̈̈一

平
成
十
二
年
度
支
部
総
会
で

高
田
新
支
部
長
を
選
出

四
月
八
日
、
米
子
市
内
の
ホ
テ
ル
に
大

塚
博
美
会
長
を
迎
え
て
二
〇
〇
〇
年
度
総

会
を
開
催
し
た
。

本
年
度
は
支
部
役
員
の
改
選
期
に
あ
た

り
、
四
期
八
年
間
支
部
長
を
務
め
た
吉
川

　

＞

暢

一
会
員
に
代
わ

っ
て
、
高
田
允
克
会
員

　

に

が
第
五
代
支
部
長
に
選
出
さ
れ
た
。

高
田
新
支
部
長
は
、　
一
九
四
九
年
当
支

部
創
立
以
来
の
会
員
で
あ
り
、
そ
の
前
年

（
一
九
四
八
）
、
第
二
代
支
部
長
だ

っ
た
港

叶
会
員

（当
会
名
誉
会
員
）
と
と
も
に
伯

音
大
山
北
壁
大
屏
風
岩
を
初
登
攀
し
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
る
。　
一
九
五

一
年
、
大
山

で
開
催
さ
れ
た
第
六
回
国
民
体
育
大
会
登

山

（当
支
部
主
管
）
を
機
に
、
大
山
の
精

密
な
概
念
図
や
登
攀
ル
ー
ト
図
を
作
成
し

た
功
労
者
で
も
あ
る
。

事
務
局
も
新
事
務
局
長
の
吉
川
明
秀
会

員
宅

（〒
六
八
九

‥
四
二
三
四
　
鳥
取
県

日
野
郡
溝
口
町
畑
池
二
〇
〇
九
　
皿
＆
Ⅲ

Ｏ
八
五
九

‐
六
二

‥
七

一
二
五
）
に
移
転

62名 の大所帯で登つた下呂御前山

一̈一̈一̈一麟
鐵
蒙̈
紺
一一̈̈

瘍
中
ρ
一欲

実　
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し
た
。

ま
た
、
支
部
規
定
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
改

正
し
、
現
状
に
合
わ
せ
る
と
と
も
に
、
文

面
や
語
句
は
極
力
日
本
山
岳
会
本
部
の
定

款
と
支
部
設
立
な
ら
び
に
運
営
に
関
す
る

規
定
に
準
拠
し
た
。
合
わ
せ
て
機
構
も

一

部
改
正
し
、
当
面
す
る
課
題
や
将
来

へ
の

長
期
計
画
に
備
え
て
、
山
行
企
画
委
員
会
、

（新
）
日
本
山
岳
志
委
員
会
、
山
小
屋
調

査
委
員
会
を
新
設
し
た
。

な
お
、
昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
当
支
部

創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
も
、
ま
だ
記
念

誌
発
行
、
記
念
展
開
催
な
ど
が
残

っ
て
お

り
、
支
部
を
あ
げ
て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
に

入
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
　

（小
椋
凱
夫
）

中
高
年
に
は
健
脚
コ
ー
ス
の

朝
日
岳
、
志
度
内
書
岳
山
行

四
月
九
日
、
本
年
度
初
の
支
部
山
行
を

北
奥
羽
の
秘
峰

・
朝
日
岳
山
群
に
お
い
て

支
部
会
員
八
名
で
実
施
し
た
。

こ
の
時
期
の
秋
田
側
は
登
り
回
の
雪
消

え
が
早
い
の
で
、
藪
を
懸
念
し
て
岩
手
県

貝
沢
集
落
か
ら
の
登
り
と
す
る
。
本
年
は

積
雪
量
が
多
く
、
集
落
か
ら
雪
上
歩
行
と

な

っ
た
が
、
例
年
よ
り
気
温
が
や
や
高
く
、

雪
の
締
り
が
悪
い
。

奥
地
の
放
牧
場
に
立
つ
桂
の
大
本
か
ら

や
や
左
前
方
の
尾
根
に
入
り
、
ブ
ナ
林
の

美
し
い
急
斜
面
の
尾
根
を
登
る
。
登
り
き

る
と
緩
や
か
な
幅
広
い
尾
根
と
な
り
、
台

岳
を
眺
め
な
が
ら
の
登
り
と
な
る
。
最
後

の
急
斜
面
を
登

っ
て
眺
望
の
よ
い
県
境
上

の
沢
尻
山
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
小
荒
沢
、

大
荒
沢
岳
と
登
降
を
繰
り
返
し
て
朝
日
岳

に
至
る
が
、
左
手
側
は
急
峻
に
切
れ
落
ち

て
お
り
、
雪
庇
に
は
要
注
意
の
と
こ
ろ
で

も
あ
る
。

山岳博物館散歩・ 2

富士山のふもとの

河口湖美術館

河口湖美術館は1991年4月

に開館 し、今年でキャリア

10年 を迎えることができま

した。富士山の北麓、河口湖

の東北岸に位置し、湖を望む

良好なロケーションが入館者

の方々に喜ばれています。河

口湖界隈を年間通過する観光

人口は700万人にのぼると言

われ、観光立地型の美術館と

いうことになりましょう。

河口湖町が設置した公立美

術館ですが、人口2万人に満

たない自治体が取 り組んだ地

方美術館としては、3つの展

示室、壁面長約 150mと 非常

に大きな施設を要しています。

現在は常設展示と特別展を並

行 して年間5本のペースで開

催しています。

収蔵コンクション約 1000

点のうち、開館当初からのス

ローガンである、富士山を描

いた絵画や版画、写真などの

コンクションは寄託品を含め

て約400点 になっています。

限られた予算の中で、収集も

展覧会活動も制限されるのは

やむをえないことで、今は長

い日で見た活動を続けるよう

心がけたいと考えます。

(学芸員・渡辺吉高)

河口湖美術館

住所 :〒 401-0304 山梨

県南都留郡河 口湖町河口

3170

■L:0555-73-2829
Fax:0555-76-7879
開館時間 :9:30～ 17:00

休館日 :火曜日、祝祭日の翌

日 (7～ 9月 の火曜日、祝祭

日の翌日は開館)

入館料 :一般800円  大高生

500円  中ノ」ヽ生300円

交通 :富士急行河口湖駅から

②④番線バス10分「美術館

前」下車徒歩7分

中央自動車道河口湖IC 10分

河口湖周遊ントロバス「河

口湖美術館」下車

朝
日
岳
の
山
頂
か
ら
は
、
北
に
秋
田
駒

ヶ
岳
、
南
に
和
賀
、
高
下
岳
の
雄
姿
、
そ

し
て
西
に
は
太
平
山
地
が
広
が
り
、
快
晴

の
も
と
に
自

一
色
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫

し
た
。

一
体
み
後
、
北
隣
に
位
置
す
る
志
度
内

春
岳
を
往
復
し
た
が
、
こ
の
山
は
な
か
な

か
登
る
チ
ャ
ン
ス
の
な
い
山
の

一
つ
で
あ

る
。
帰
り
は
雪
が
や
わ
ら
か
く
、
か
ん
じ

き
を
着
け
て
も
時
々
足
を
と
ら
れ
な
が
ら

の
下
山
と
な

っ
た
が
、
し
っ
か
り
定
着
し

た
ス
パ
イ
ク
つ
き
長
靴
が
威
力
を
発
揮
し

て
無
事
下
山
。
山
中
行
動
十

一
時
間
、
秋

田
市
よ
り
日
帰
り
の
中
高
年
に
と

っ
て
は

か
な
り
の
健
脚
の
コ
ー
ス
で
あ

っ
た
。

（佐
々
木
民
秀
）

北 ア ル プ ス 自馬 連 峰

ゆつくりとした登山をお楽しみください。

素泊り、山行中の継続

駐車もできます。もよ

り駅、登山口等、送迎
いたします。

0ひまわリ
長野県北安曇郡白馬村神城 22114‐ 17
TEL(0261)75-2292(D
FAX(0261)75-3284
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エヴェレスト
63歳の登頂

江本嘉伸

最高齢登頂世界記録となった山本俊雄

(チ ョモランマBCで :法政大隊撮影)

山
は
エ
ヴ

エ
ン
ス
ト
だ
け
で
は
な
い
が
、

世
界
最
高
峰
は
や
は
り
話
題
に
事
欠
か
な

か
っ
た
。
先
月
書
い
た
こ
と
の
続
き
。

ま
ず
、
日
本
人
が
登
頂
最
高
齢
記
録
を

大
き
く
塗
り
替
え
た
。

チ
ベ
ッ
ト
側
か
ら
入
山
し
て
い
た
法
政

大
学
隊
の
登
攀
隊
長
、
山
本
俊
雄
は
五
月

十
九
日
午
前

一
時
三
十
分
、
シ
ェ
ル
パ
の

パ
サ
ン
キ
ダ
ル

（二

一
）
、
ナ
ワ
ン
ド
ル

ジ

ェ

（二
五
）
と
と
も
に
第
六
キ
ヤ
ン
プ

を
出
発
、
九
時
三
十
八
分
に
八
八
四
八
メ

ー
ト
ル
の
頂
上
に
立
ち
、
こ
の
瞬
間
世
界

最
高
年
齢
登
頂
記
録
を
更
新
し
た
。
山
本

は
こ
の
日
六
十
三
歳
三
百
三
十

一
日
、
昨

年
五
月
に
サ
ル
キ
ー
ソ
フ
が
達
成
し
た

「六
十
歳
百
六
十

一
日
」
を
三
歳
以
上
も

上
ま
わ

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
月
十
七
日
そ
ろ
っ
て
頂
上
を
目
指
し

た
日
本
の
三
隊
の
成
果
は
大
し
た
も
の
だ

っ
た
。
法
政
大
隊
は
、
シ
ェ
ル
パ
の
村
と

し
て
知
ら
れ
る
ロ
ー
ル
ワ
リ
ン
出
身
の
強

い
シ
ェ
ル
パ
た
ち
の
ル
ー
ト
エ
作
で
先
行

し
、
二
次
に
わ
た
る
ア
タ
ッ
ク
の
す
べ
て

に
成
功
、
山
本
を
含
む
四
隊
員
と
六
人
の

シ
ェ
ル
パ
が
登
頂
し
た
。

東
北
地
区
隊
も
五
月
十
七
日
に
八
嶋
隊

長
ら
二
人
が
、
十
九
日
に
は
さ
ら
に
二
人

が
登
頂
し
た
。
そ
の

一
人
、
山
形
県
の
今

野

一
也
は
六
十

一
歳
で
、
そ
の
時
点
で
サ

ル
キ
ー
ソ
フ
の
記
録
を
抜
い
て
最
高
齢
登

頂
者
と
な

っ
た
。
北
海
道

エ
ベ
レ
ス
ト
登

山
隊
も
十
七
日
、
江
崎
幸

一
隊
長
ら
二
人

が
登
頂
、
う
ち
高
橋
留
智
亜
（る
ち
あ
）

隊
員

（三
四
）
は
、
日
本
女
性
四
人
目
の

登
頂
者
と
な

っ
た
。

天
候
を
逃
さ
ず
に
ア
タ
ッ
ク
し
、
ど
の

隊
も
無
傷
で
下
山
し
た
こ
と
は
、
特
筆
さ

れ
て
い
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
恐
れ
入

っ
た
中
高
年
世
代
の
頑
張
り
で
あ
る
。

山
本
自
身
は

「登
れ
た
の
は

〃運
〃
で

す
。
隊
と
し
て
天
候
の
読
み
が
実
に
よ
か

っ
た
」
と
、
控
え
目
だ
が
、
六
十
三
歳
の

登
攀
隊
長
の
登
頂
は
、
ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ

よ
り
上
に
は
登
ら
な
い
隊
長
や
熟
年
サ
ー

ブ
が
普
通
だ

っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の

〃常

識
〃
を
あ
ら
た
め
て
粉
砕
し
た
。

大
学
山
岳
部
が
気
を
吐
い
た
、
と
い
う

見
方
も
で
き
る
。
明
大
、
愛
知
学
院
大
、

日
大
、
立
正
大
と
続
い
て
き
た
大
学
山
岳

部
組
織
の
エ
ヴ

エ
ン
ス
ト
挑
戦
を
法
政
大

隊
は
、
高
年
齢
者
中
心
に
や
っ
て
の
け
た

の
で
あ
る
。

五
年
前
、
山
岳
部
創
立
七
十
周
年
を
記

念
し
て
チ

ョ
ー
オ
ユ
ー

（八
二
〇

一
メ
ー

ト
ル
）
に
挑
戦
、
全
員
登
頂
の
成
果
を
あ

げ
、
そ
こ
か
ら

「次
は
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
」

と
い
う
目
標
が
で
き
た
。
し
か
し
、
当
初

は

「単
な
る
シ
ル
バ
ー
隊
で
は
…
」
と
の

透
巡
も
あ

っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
だ
け
山
本

以
下
シ
ル
バ
ー
世
代
が
本
気
に
な

っ
た
、

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

中
村
敏
夫
隊
長
は
隊
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に

「こ
の
成
功
は
登
頂
者
だ
け
の
栄
誉
で

は
な
く
、
参
加
十
八
名
全
員
の
勝
利
で
あ

り
、
サ
ミ
ツ
ト
の
瞬
間
は
こ
の
と
き
と
ば

か
り
拳
を
上
げ
、
泣
き
叫
び
校
歌
を
歌

っ

た
。

（中
略
）
創
部
七
十
五
年
い
つ
か
は
、

誰
か
が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
命

だ

っ
た
よ
う
に
も
思
え
る
」
と
書
い
て
い

る
。そ

の
チ

ョ
ー
オ
ユ
ー
で
は
、
イ

エ
テ
ィ

同
人
隊
の
平
田
恒
雄

（広
島
県
）
が
六
十

五
歳
の
登
頂
を
果
た
し
た
。
こ
れ
ま
た
八

千
メ
ー
ト
ル
峰
登
頂
最
高
齢
記
録
で
あ
る
。

谷
川
岳
滝
沢
リ
ッ
ヂ
で
惜
し
く
も
遭
難
し

た
労
山
の
吉
尾
弘
会
長
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

人
の
行
か
な
い
難
ル
ー
ト
を
め
ざ
す
ご
く

一
部
の
ク
ラ
イ
マ
ー
を
別
に
す
れ
ば
、
還

暦
を
過
ぎ
た
現
役
が
こ
こ
当
分
は
山
の
世

界
を
ひ
っ
ぱ

っ
て
ゆ
く
気
さ
え
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
で
は
女
性

の
ほ
う
も
最
高
齢
登
頂
者
が
出
た
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
女
性
の
ア
ン
ナ

・
チ

ェ
ル
ビ
ン
ス

カ
で
、
五
十
歳
。
九
六
年
五
月
、
難
波
康

子

（下
山
時
遭
難
）
の
四
十
七
歳
を
こ
れ

ま
た
三
歳
上
ま
わ

っ
た
。

記
録
つ
い
で
に
い
え
ば
、
ス
ピ
ー
ド
登

頂
記
録
も
更
新
さ
れ
た
。
ネ
パ
ー
ル
人
の

バ
ブ

・
チ
リ

・
シ
ェ
ル
パ
で
、
五
月
二
十

一
日
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
頂
上
ま
で

十
六
時
間
五
十
六
分
で
登

っ
て
し
ま

っ
た
。

無
酸
素
で
あ
る
。

一
九
八
八
年
九
月
二
十
六
日
、
フ
ラ
ン

ス
の
マ
ル
ク

・
バ
タ
ー
ル
が
二
十
二
時
間

二
十
九
分
で
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
の
て
っ
ぺ
ん

に
立

っ
た
時

、
世

の
中

は
驚
愕

し
た
。

「
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
を
速
く
登
る
こ
と
」
に

情
熱
を
傾
け
る
者
が
い
る
こ
と
に
驚
い
た

の
だ
。
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
に
三
回
の
登
頂
経

験
を
持

つ
三
十
三
歳
の
カ
ジ

・
シ
ェ
ル
パ

は
、
そ
の
記
録
に
挑
戦
し
た
。
九
八
年
十

月
十
六
日
、
五
人
の
仲
間
に
支
援
さ
れ
て
、

頂
上
に
向
か
い
、
「十
八
時
間
以
内
」
の

目
標
は
達
成
で
き
な
か

っ
た
が
、
「二
十

時
間
二
十
四
分
」
の
ス
ピ
ー
ド
記
録
を
作

っ
た
。
今
回
、
三
十
四
歳

の
バ
ブ

・
チ

リ

ｏ
シ
ェ
ル
パ
は
そ
れ
を
、
さ
ら
に
三
時

間
半
ほ
ど
縮
め
た
わ
け
で
あ
る
。

新
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
迎
え
た

エ
ヴ

エ
レ
ス

ト
で
、
半
世
紀
前
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
記

録
が
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

半
世
紀
前
ま
で
難
攻
不
落
だ

っ
た
こ
の
山

が
、
登
山
の
対
象
と
し
て
大
き
く
変
質
し

つ
つ
あ
る
こ
と
の
証
し
で
も
あ
る
。

(6)
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高
澤
光
雄

有
珠
山
は
今
年
二
月
二
十

一
日
に
有
史

以
来
八
度
目
の
噴
火
を
繰
り
返
し
た
。
事

前
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
避
難
場
所

な
ど
公
表
し
て
い
た
の
で
、
噴
火
前
に
出

さ
れ
た
日
本
初
の

「緊
急
火
山
情
報
」
に

よ

っ
て
、
避
難
し
た
住
民
の
生
命
は
守
ら

れ
た
。
し
か
し
長
引
く
噴
火
活
動
で
、
被

害
地
の
方
々
を
思
う
と
心
情
お
だ
や
か
で

は
な
い
。

折
し
も
、
北
海
道
新
聞
社
で
有
珠
山
を

含
め
た

『北
海
道
の
百
名
山
』
を
編
集
中

で
、
急
邊
、
コ
ー
ス
案
内
に
噴
火
情
報
を

挿
入
。
こ
の
災
害
で
何
か
手
助
け
で
き
な

い
も
の
か
と
、
編
集
ス
タ
ッ
フ
で
発
案
し

た
の
が
、
緊
急
グ
ラ
フ

『有
珠
山
噴
火
』

の
作
成
、
そ
の
収
益
を
義
援
金
に
拠
出
す

る
こ
と
で
あ

っ
た
。
作
業
は
徹
夜
で
続
け

ら
れ
て
発
行
。
危
険
を
冒
し
て
撮
影
し
た

噴
火
の
瞬
間
。
噴
火
を
見
つ
め
る
緊
迫
し

た
罹
災
者
の
表
情
。
噴
火
し
た
時
刻
に
札

幌
行
き
の
Ｊ
Ｒ
特
急
列
車
が
乗
客
の
協
力

を
得
て
、
長
万
部
駅
で
打
ち
切
り
、
急
返
、

豊
浦
駅
に
向
か
っ
て
避
難
住
民
を
運
ぶ
な

ど
、
噴
火
後
の
経
過
を
克
明
に
記
録
。
事

前
に
噴
火
予
測
し
た
岡
田
弘

・
北
大
教
授

も
紹
介
さ
れ
て
い
る

（Ａ
４
判
六
四
ペ
ー

ジ
、
六
百
三
十
円
）
。
い
さ
さ
か
な
り
と

も
役
立
て
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。

日
本
山
岳
会
百
周
年
記
念
出
版
と
し
て
、

仮
称

『新

ｏ
日
本
山
岳
志
』
の
編
集
作
業

に
入

っ
て
い
る
が
、
原
本
の
明
治
三
十
九

年
刊
、
高
頭
式
編

『日
本
山
嶽
志
』
に
有

珠
嶽
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
谷
文
晃
著

『日
本
名
山
図
絵
』
の

「臼
岳
」
を
挿
入

し
、

「奇
観
な
り
、
岩
上

に
小
堂
あ
り
、

樹
木
陰
森
、
大
臼
山
善
光
寺
の
旧
跡
に
し

て
、
慈
覚
大
師
此
処
に
留
錫
し
て
、
草
庵

を
結
び
た
り
…
」
と
あ
る
。

国
学
者

・
菅
江
真
澄
が
寛
政
三
年

（
一

七
九

一
）
六
月
十
日
に
臼
岳
に
登
り
、
道

中
記

『蝦
夷
廼
天
布
利
』
に

「修
験
僧
円

空
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
仏
像

の
背
面
に

〈寛
文
六
年

（
一
六
六
六
）
丙
午
七
月
始

登
山
、
う
す
お
く
の
院
の
小
島
　
江
州
伊

吹
山
平
等
石
之
僧
円
空
〉
と
記
し
」
と
あ

る
。
円
空
が
訪
れ
る
三
年
前
に
有
珠
山
は

大
噴
火
し
て
い
る
の
で
、
鳴
動
と
火
炎
を

冒
し
て
の
荒
修
行
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

宝
暦
の
頃

（
一
七
五

一
～
六
四
）
の
作

と
さ
れ
て
い
る

『蝦
夷
島
全
図
』
に
は
、

赤
々
と
噴
煙
を
あ
げ
て
い
る
山
の
絵
が
描

か
れ
、
「焼
山

（ウ
シ
ョ
ロ
）
善
光
寺
」
と

地
名
が
記
入
さ
れ
、
駒
ヶ
岳
、
恵
山
、
樽

前
山
な
ど
も
描
か
れ
、
当
時
の
地
図
は
火

山
が
重
要
な
位
置
を
示
し
て
い
た
。

明
治
四
十
二
年

（
一
九

一
〇
）
の
噴
火

で
は
明
治
新
山
を
形
成
し
た
。
そ
の
後
は

登
山
の
風
潮
も
大
衆
化
し
、
大
正
十
二
年

に
札
幌
鉄
道
局
運
輸
課
で
編
集
発
行
さ
れ

た
『北
海
道
登
山
案
内
』
に
よ
る
と
、
「小

有
珠
岳
に
は
薬
師
地
蔵
尊
が
祀
ら
れ
、
登

山
口
に
休
憩
所
を
設
け
、
毎
年
九
月
の
秋

季
皇
霊
祭
に
は
三
百
人
か
ら
の
登
山
者
が

あ
り
、　
一
年
を
通
じ
て
登
山
者
数
千
人
の

多
き
に
達
す
る
」
と
あ
る
。
当
時
は
駒
ヶ

岳
、
樽
前
山
を
含
め
て
火
山
は
観
光
ル
ー

ト
に
な

っ
て
い
た
。

私
が
こ
の
山
に
登

っ
た
の
は
昭
和
三
十

五
年
八
月
、
職
場
の
慰
安
旅
行
が
洞
爺
湖

温
泉
で
催
さ
れ
、
同
僚
六
人
で
抜
け
出
し

て
登

っ
て
み
た
。
噴
煙
な
び
く
明
治
新
山

か
ら
外
輪
山
に
登
り
、
銀
沼
に
至
る
火
口

に
は
広
葉
樹
が
繁
り
、
牛
馬
が
放
牧
さ
れ
、

と
て
も
噴
火
口
と
は
思
え
な
い
の
ど
か
な

光
景
で
あ

っ
た
。
外
輪
山
を

一
周
す
る
登

山
路
も
整
備
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
四
十
年
、
昭
和
新
山
の
あ
る
有
珠

山
麓
か
ら
外
輪
山
に
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
が
通

じ
、
観
光
の
山
と
な

っ
た
。
昭
和
五
十
二

年
の
噴
火
後
は
外
輪
山
の
危
険
地
帯
は
入

山
禁
止
と
な
り
、
地
形
図
か
ら
登
路
は
抹

消
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
噴
火
沈
静
後
、

こ
の
歴
史
的
に
由
緒
あ
る
山
が
、
ど
の
よ

う
に
変
貌
し
た
か
、
眺
め
に
登

っ
て
み
た

い
と
思

っ
て
い
る
。

登
山
史
を
大
切
に
し
た
い田

畑
真

一

『山
』
四
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
山
村
正
光

氏
の

「山
名
を
大
切
に
し
た
い
」
を
拝
読

イラスト・宇都木慎一

栗

西

口

」ヒ

(7)
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し
た
。
山
村
氏
は
山
名
が
お
ろ
そ
か
に
さ

れ
て
い
る
現
実
を
直
視
さ
れ
、
実
例
を
あ

げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
歴
史
的
に

し
か
る
べ
き
経
緯
に
よ

っ
て
名
づ
け
ら
れ

た
点
を
も
紹
介
さ
れ
た
。
私
は
説
得
力
を

感
じ
て
、
な
る
ほ
ど
と
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

し
か
も
山
村
氏
の

「日
本
の
近
代
登
山

の
黎
明
期
か
ら
…
こ
の
貴
重
な
成
果
を
、

い
と
も
簡
単
に
変
え
て
ほ
し
く
な
い
」
と

の
お
声
だ
。
ま
こ
と
に
も

っ
て
至
言
で
あ

り
、
私
を
含
め
、
世
の
登
山
者
の
心
す
べ

き
こ
と
と
感
じ
入

っ
た
。
不
明
や
勘
違
い

な
ど
か
ら
く
る

一
山
岳
会
な
ど
に
よ
る
命

名
な
ど
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
山
村

氏
の
言
わ
れ
る
と
お
り
で
あ
り
、
私
た
ち

は
命
名
経
緯
が
明
ら
か
な
正
し
い
山
名
の

み
を
受
け
入
れ
、
こ
れ
を
正
し
く
認
識
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

こ
れ
と
関
連
し
、
観
光
案
内
書
な
ど
に

紹
介
さ
れ
る
登
山
史
上
の
誤

っ
た
記
事
が

堂
々
と
日
の
目
を
見
、
全
国
的
に
販
売
さ

れ
て
い
る
昨
今
だ
。
登
山
史
を
勉
強
し
て

い
る
人
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、　
一
般
の
観
光

客
で
あ
れ
ば
、
誤

っ
た
知
識
を
読
み
、
こ

れ
が
正
し
い
や
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
し
ま

う
。
危
惧
を
感
じ
て
残
念

で
な
ら
な

い
。

た
と
え
ば
業
界
最
大
手
の
某
社
発
行

『上

高
地
乗
鞍
美

ヶ
原
』
平
成
十

一
年
版
だ
。

ウ

ェ
ス
ト
ン
の
事
績
に
つ
い
て

「上
高
地

に
は

一
八
九

一
年

（明
治
二
十
四
）
に
初

め
て
訪
れ
、
こ
の
時
こ
こ
で
明
神
池
近
く

に
住
む
上
條
嘉
門
次
と
出
会
い
、
嘉
門
次

の
ガ
イ
ド
に
よ

っ
て
穂
高
岳
登
山
を
果
た

し
た
」
と
あ
る
。
同
年
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
は

徳
本
峠
を
越
え
、
明
神
か
ら
槍
ヶ
岳
を
め

ざ
し
た
。
帰
路
も
明
神
か
ら
徳
本
峠
を
越

え
た
。
だ
か
ら
上
高
地

へ
は
訪
れ
て
は
お

ら
ず
、
上
高
地
に
初
め
て
訪
れ
た
と
す
る

の
は
誤
り
。
ウ

ェ
ス
ト
ン
は
安
曇
村
に
あ

っ
た
清
水
屋
に
泊
ま
り
、
主
人
の
斡
旋
に

よ
る
猟
師
二
人
の
ガ
イ
ド
を
得
た
。
そ
れ

で

「上
條
嘉
門
次
と
出
会

い
」
も
誤
り
。

目
的
地
も
槍
ヶ
岳
だ

っ
た
。
だ
か
ら

「穂

高
岳
登
山
を
」
と
い
う
の
も
誤
り
。
し
た

が
っ
て
こ
の
記
事
は
誤
り
に
満
ち
満
ち
て

い
る
。
す
べ
て
が
誤
り
だ
。
ウ

ェ
ス
ト
ン

が
初
め
て
上
條
嘉
門
次
の
ガ
イ
ド
を
受
け

た
の
は
、
明
治
二
十
六
年
八
月
、
前
穂
高

岳
登
頂
時
で
あ
り
、
上
高
地

へ
の
訪
れ
も

明
治
二
十
七
年
八
月
の
こ
と
だ

っ
た
。

私
は
誤
り
が
正
し
く
直
さ
れ
る
こ
と
だ

け
を
願
い
た
い
の
で
、
批
判
な
ど
は
好
ま

な
い
。
こ
の
考
え
に
よ
り
指
摘
し
た
こ
と

を
明
記
し
て
お
き
た
い
。

韓
国
近
代
登
山
の
本
籍
地
に

「登
山
文
化
院
」
を
開
く

韓
国
山
岳
会
　
孫
慶
錫

都
の
西
北
の
夢
で
は
な
い
が
、
韓
国
の

首
都
ソ
ウ
ル
の
東
北
に
は
、
壮
麗
な
る
岩

峰
が
そ
そ
り
立
ち
聟
え
て
い
る
。
そ
の
名

は
北
漢
山
塊
、
最
高
峰
の
自
雲
台
を
は
じ

め
仁
壽
峰
、
萬
景
台
の
三
峰
が
都
の
平
原

を
守

っ
て
い
る
。
こ
の
峰
々
は
、　
一
九
二

五
年
に
韓
国
に
お
け
る
近
代
登
山
の
黎
明

を
飾
る
原
点
の
地
で
あ
り
、
ま
た
八
〇
〇

〇
メ
ー
ト
ル
ヘ
の
挑
戦
に
励
む
ア
ル
ピ
ニ

ズ
ム
の
現
住
所
で
も
あ
る
。

私
は
日
ご
ろ
、
こ
の
ゆ
か
り
の
地
に
登

山
博
物
館
と
山
岳
図
書
館
を
創
り
た
か
っ

た
。
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
山

へ
の
夢
。

古
希
を
過
ぎ
た
今
、
何
と
か
燃
や
し
つ
づ

け
た
夢
を
実
現
さ
せ
た
か
っ
た
。
山
岳
会

の
現
職
か
ら
も
退
役
？
し
、
ま
た
栄
誉
あ

る
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
名
誉
会
員
に
も
な

っ
た
。
こ

の
秋
に
は
、
と
逸
り
た

っ
た
の
で
あ
る
。

昨
秋
、
こ
の
北
漢
山
麓
、
牛
耳
洞
に
新

築
さ
れ
た
山
荘
風
の
建
物
が
竣
工
し
た
の

を
見
つ
け
た
。
仁
壽
峰

へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ

の
帰
途
で
あ

っ
た
。
す
ぐ
賃
貸
を
申
し
込

ん
だ
。
名
ば
か
り
だ
が
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス

も
あ
る
。
所
狭
じ
と
ば
か
り
積
み
重
ね
て

い
た
山
書
約

一
万
冊
を
移
し
、
山
岳
書
お

よ
び
資
料
展
示
と
、
五
十
年
間
使
い
こ
ん

だ
思

い
出
多
き
山
道

（地
図
）
を
並

べ
、

「登
山
文
化
院
」
と
し
て
開
設
し
た
。
こ

れ
が
昨
年
の
十

一
月
二
十
八
日
で
あ
る
。

私
が
山
を
は
じ
め
て
五
十
五
年
目
に
な

る
。
初
め
て
Ｊ
Ａ
Ｃ
と
関
わ
り
を
も

つ
た

御
茶
ノ
水
岸
体
育
会
館
時
代
の

一
九
六

一

年
、
ル
ー
ム
の
ぎ

っ
し
り
と
詰
ま

っ
た
書

架
に
感
銘
を
覚
え
た
。
そ
れ
か
ら
本
格
的

な
山
書
蒐
集
に
神
田
を
探
し
回

っ
た
。
そ

し
て
四
十
余
年
、
時
に
は
床
の
ス
ペ
ー
ス

ま
で
な
く
な
る
ほ
ど
、
狭
い
書
斎
が
本
と

地
図
と
資
料
の
蔵
と
化
し
た
。

山
に
登
り
、
山
を
読
み
、
山
を
書
く
半

世
紀
。
今
年
で
二
十
九
冊
の
山
の
本
を
刊

行
し
た
。
あ
と

一
冊
で
三
十
冊
に
な
る
こ

と
も
あ

っ
て
、
登
山
史
を
山
の
月
刊
誌
に

連
載
中
で
あ
る
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね
と
、

ガ
ラ
ク
タ
と
叱
ら
れ
な
が
ら
集
め
た
諸
々

を

「登
山
文
化
院
」
に
移
し
、
創
設
記
念

に
は
世
界
登
山
史
の
写
真
展
を
開
催
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
で
山

へ
憑
か
れ
た
道
楽

息
子
な
ら
ぬ
古
希
の
老
い
ぼ
れ
も
、　
一
応

の
人
生
の
締
め
く
く
り
、
と

一
人
苦
笑
し

て
い
る
。

こ
の
文
化
院
創
設
に
先
立
ち
、
九
七
年

　
＞

に
は
韓
日
山
岳
文
化
交
流
会

（日
韓
山
岳

　

田

文
化
交
流
会
）
を
、
多
く
の
仲
間
と
と
も

に
設
立
し
た
。
現
在
日
本
の
友
人
た
ち
に

も
日
本
側
設
立
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
山

は
両
国
に
と

っ
て
歴
史

の
舞
台
で
あ
り
、

文
化
の
背
景
で
あ
り
、
ま
た
山
に
生
ま
れ
、

山
で
育
ま
れ
た
共
有
の
ル
ー
ツ
が
あ
る
。

長
い
日
に
わ
た
り
交
友
し
て
き
た
諸
兄

ら
も
、
こ
れ
に
共
鳴
し
て
く
れ
て
大
変
あ

り
が
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
意
義
あ
る
交
流

に
花
を
添
え
た
い
と
思
う
。

週
末
に
は
文
化
院
を
尋
ね
る
登
山
者
が

増
え

つ
つ
あ
る
。
夜
更
か
し
し
な
が
ら
読

ん
だ
山
書
と
資
料
集
、
そ
し
て
愛
蔵
の
書

が
、
人
々
に
読
ま
れ
る
の
を
眺
め
て
は
心

強
く
思

っ
て
い
る
。　
一
万
冊
近
い
山
書
は
、
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実
は
仲
間
た
ち
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
が

大
分
あ
る
。
ま
た
、
自
分
の
著
書
と
交
換

し
て
集
め
た
も
の
も
あ
る
。

日
本
語
を
読
め
る
人
々
は
、
世
界
中
で

韓
国
、
中
国
が
大
方
を
占
め
て
い
る
の
も

現
実
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
図
書
室
に
は
こ

の
何
十
倍
の
コ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
余

分
、
二
重
の
書
も
あ
る
と
聞
く
。
そ
の

一

部
で
も
寄
贈
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
り
充

実
し
た

「文
化
院
」
に
な
る
と
確
信
す
る
。

そ
し
て
こ
こ
を
ベ
ー
ス
に
山
を
語
り
、
山

を
読
み
、
山
を
書
く
集
い
の
サ
ロ
ン
に
し

た
い
も
の
で
あ
る
。
歴
史
と
と
も
に
山
の

匂
い
が
漂
う
空
間
に
な
る
と
思
う
。

こ
こ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
こ
こ
が
展

示
会
場
と
も
な
る
年
間
計
画
も
立
て
な
け

れ
ば
と
思

い
な
が
ら
我
が
家
を
顧
み
た
。

広
く
な

っ
た
よ
う
な
書
斎
か
ら
は
、
北
漢

山
、
仁
壽
峰
の
岩
峰
が
、
春
の
黄
色
い
レ

ン
ギ

ョ
ウ
に
包
ま
れ
て
眺
め
ら
れ
た
。

都
の
東
北
の

「登
山
文
化
院
」
が
そ
の

麓
に
あ
る
の
だ

和
田
峠
か
ら
生
藤
山
ヘ松

岡
　
繁

蕗
の
と
う
が
出
そ
ろ
い
、
梅
が
五
分
咲

き
の
二
月
十
三
日
、
満
開
と
な
る
二
月
十

一
日
に
都
県
境
に
鴛
え
る
生
藤
山
を
歩
い

た
。
落
葉
樹
林
の
た
た
ず
ま
い
、　
一
〇
〇

〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
頂
か
ら
の
美
し
い

景
観
と
、
登
山
者
と
の
出
会
い
と
挨
拶
は

楽
し
く
、
活
力
が
湧
く
山
行
だ

っ
た
。

Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
藤
野
駅
か
ら
約

一
〇
キ

ロ
の
和
田
峠
付
近
に
車
を
デ
ポ
し
、
十
時

十
分
登
山
道
に
取
り
付
く
。
約
二
十
分
で

醍
醐
峠
、
醍
醐
丸
ま
で
は
杉
と
檜
の
植
林

帯
、
急
坂
の
登
り
が
う
れ
し
い
。
十

一
時
、

標
高
八
六
七
メ
ー
ト
ル
の
醍
醐
丸
に
登
頂
、

一̈̈̈
＝̈̈
短

歌

¨̈̈一一̈̈̈
¨̈̈̈
＝̈̈
”̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈＝̈̈
＝””̈̈
”̈̈
”̈̈̈
¨̈＝̈
¨̈”̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈一̈””̈̈
¨̈””＝̈̈
”̈̈̈
¨̈̈̈
一̈”̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈＝”̈一̈”̈̈
¨̈̈＝̈
一̈̈”一̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈”̈̈
¨̈̈
一̈̈̈̈
¨̈̈“

け
も
の
み
ち

攀
り
き
て
け
も
の
の
如
く
耳
澄
ま
す
ま
だ

新
し
き
糞
を
み
て
よ
り

け
も
の
み
ち
ま
だ
柔
き
糞
臭
い
立

つ
わ
れ

も
け
も
の
と
な
り
て
見
詰
め
り

通
せ
ん
ぼ
さ
れ
た
る
如
し
巨
き
糞
に
こ
れ

よ
り
先
は
け
も
の
径
な
る

大
橋
克
也

雪
渓
を
黒
ず
む
岩
稜
切
り
裂
き
て
奈
曽
の

カ
ー
ル
は
寄
せ
つ
け
ぬ
貌

鎮
け
さ
を
峯
に
蔵
い
て
陽
は
沈
む
そ

と
て
も
明
日
を
約
せ
ず

風
歌
う
雲
の
切
れ
間
に
あ
お
き
星
名
を
知

ら
ざ
れ
ば
垢
増
座
と
思
う

の
朱

八
王
子
市
の
最
高
峰
で
あ
る
。
北
側
斜
面

に
三
、
四
セ
ン
チ
の
残
雪
。
奥
多
摩

の

山
々
が
よ
く
見
え
た
。
連
行
峰

へ
の
道
の

両
側
は
、
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
、
リ

ョ
ウ
ブ
な

ど
の
雑
本
林
で
、
落
ち
葉
の
じ
ゅ
う
た
ん

で
あ
る
。
早
春
の
陽
光
の
心
地
よ
い
温
も

り
、
茅
戸
の
陽
だ
ま
り
で
昼
食
。

こ
の
冬
は
雨
も
雪
も
少
な
く
乾
燥
し
て

い
る
か
ら
、
登
山
靴
で
踏
む
と
土
ぼ
こ
り

が
舞
う
。
二
組
の
食
事
中
の
夫
婦
に

「ほ

こ
り
や
落
ち
葉
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
静
か

に
歩
き
ま
す
」
と
声
を
か
け
た
。
「素
敵
な

環
境
で
す
。
枯
葉
も
土
ぼ
こ
り
も
ふ
り
か

け
と
同
じ
、
遠
慮
な
く
歩
い
て
く
だ
さ
い
」

の
言
葉
が
返

っ
て
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。

茅
丸

（
一
〇

一
九
メ
ー
ト
ル
）
は
丈
の

低
い
熊
笹
が
茂
り
、
ミ
ズ
ナ
ラ
や
赤
松
林

と
な

っ
て
い
る
。
少
し
下

っ
た
鞍
部
で
中

高
年
の
三
十
六
人
の
団
体
と
出
会
う
。
道

を
譲
る
と

一
人

一
人
が

「あ
り
が
と
う
」

と
挨
拶
し
て
く
れ
る
。
や
や
急
な
登
り
の

の
ち
二
等
三
角
点
の
生
藤
山
に
到
着
し
た
。

奥
多
摩
、
大
菩
薩
連
峰
、
丹
沢
山
塊
、
自

銀
に
輝
く
富
士
山
と
大
パ
ノ
ラ
マ
だ
。

和
田
峠
か
ら
生
藤
山
は
四

・
九
キ
ロ
行

程

の
平
凡
で

一
般
向
き
の
コ
ー
ス
だ
が
、

途
中
に
は
水
場
も
避
難
小
屋
も
茶
店
も
な

い
か
ら
、
水
筒
も
食
料
も

一
通
り
の
準
備

は
必
要
で
あ
る
。
二
月
は
六
十
七
人
、
三

月
は
七
十

一
人
と
出
会

っ
た
。
足
な
ら
し

と
、
賑
や
か
な
低
山
志
向
を
楽
し
ん
だ
山

行
だ

っ
た
。
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図 書 紹 介
永
野
敏
夫

ｏ
永
野
正
子
・
著

『南
ア
ル
プ
ス

大
い
な
る
山

・
静
か
な
る
山
』

九
十
年
前
の

『山
岳
』
に
黒
法
師
岳
大

無
間
山
の
紀
行
文
が
載

っ
て
い
る
。
あ
ら

か
じ
め
地
元
の
役
場
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ

「猟
師
も
十
分
知
れ
る
者
少
し
、
登

山
者
絶
無
、
絶
顛
ま
で
密
林
…
唯
猛
獣
の

巣
窟
あ
る
の
み
」
と
の
返
事
で
あ

っ
た
、

と
あ
る
。
猛
獣
の
巣
窟
は
と
も
か
く
、
南

ア
ル
プ
ス
深
南
部
は
、
今
な
お
そ
ん
な
探

検
登
山
時
代
の
雰
囲
気
を
色
濃
く
残
し
て

い
る
山
域
で
あ
る
。

本
書
は
深
南
部
を
中
心
と
す
る
南
ア
ル

プ
ス
南
部
の
記
録
集
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け

詳
細
に
南
ア
南
部
を
紹
介
し
た
本
は
初
め

て
で
あ
ろ
う
。
著
者

（本
会
会
員
、
静
岡

イラスト 蜂谷益雄

原稿掲載について

●会で購入、あるいは寄贈された

ルームにある本を紹介する。

●毎月図書委員会の折に会報「図

書紹介」委員で検討し、紹介す

る本を決める。

●紹介依頼者を決め原稿依頼する。

[著者からの依頼で書いてくる方、

ご自分でよいと思った本の紹介

を書かれてくる方などがあると、

委員会で依頼した方と原稿が重

複することがあり、原稿をお願

いした方に失礼にあたるので、

会報 「図書紹介」担当の細井が

調整させていただいています。

紹介スペースに限りがあり、原

稿の長さを指定しています。]

●以上の手順で紹介していますの

で、よろしくお願いします。

●紹介されなかった寄贈本につい

ては図書室受入報告という形を

とっています。  (細 井澄子)

支
部
）
は
安
倍
奥
か
ら
始
ま

っ
て
、
南
ア

ル
プ
ス
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ア
ル
プ
ス
を
遍
歴

し
て
再
び
南
ア
ル
プ

ス
に
回
帰
し
、
「ヤ

ブ
山
登
山
こ
そ
日
本
の
究
極
の
登
山
」
と

の
境
地
に
至

っ
た
。
岩
登
り
技
術
か
ら
動

物
的
な
勘
ま
で
総
合
的
か
つ
応
用
的
な
能

力
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

深
南
部
の
ほ
か
、
大
井
川
東
俣

ｏ西
俣

・

東
河
内
源
流
域
、
自
峰
南
嶺
な
ど
百
二
十

ル
ー
ト
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
八
割
方

は
人
跡
も
稀
で
あ
り
遊
志
を
誘
う
。
こ
れ

ら
山
域
に
関
心
を
寄
せ
る
者
に
と

っ
て
は

貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
。
　

（南
川
金

一
）

二
〇
〇
〇
年
二
月

黒
船
出
版

二
五
〇

ペ
ー
ジ

二
千
四
百
円

申
込
は
著
者

ヘ

道
新
ス
ポ
ー
ツ
ｏ
編

『北
海
道
の
百
名
山
』

北
海
道

の
山
と
谷
は
、
そ
の
原
始
性
、

の
び
や
か
さ
、
登
攀
的
要
素
な
ど
多
様
性

に
富
ん
で
い
る
。
北
の
大
地
は
、
他
府
県

の
追
随
を
許
さ
な
い

「山
国
」
な
の
で
あ

る
。
本
書
は
、
こ
う
い
う
山
々
か
ら
百
座

を
選
定
し
て
、
新
旧
世
代
の
執
筆
者
が
自

身
の
登
山
体
験
と
回
想
を
万
感
の
思
い
を

込
め
て
語

っ
て
い
て
、
熱
気
が
伝
わ
る
。

各
章
と
も
登
山
史
に
ふ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
臨
場
感
を
か
き
た
て
て
い
る
。
添
え

ら
れ
た
写
真
は
、
ア
マ
、
プ

ロ
を
問
わ
ず

に
公
募
し
た
も
の
で
、
撮
影
者
の
ほ
と
ん

ど
が
道
内
の
山
好
き
の
写
真
家
で
あ
る
か

ら
、
山
の
最
も
特
徴
的
な
姿
を
最
も
美
し

い
季
節
に
と
ら
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、本
書
は

「百
名
山
」
に
こ
だ

わ

っ
た
が
た
め
、
選
考
に
漏
れ
て
し
ま

っ

た
山
が
あ
る
の
で
は
、
と
北
の
山
を
愛
す

る
者
の

一
人
と
し
て
気
に
か
か
る
も
の
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
四
月
初
旬
に
吹

雪
の
た
め
に
登
頂
を
阻
ま
れ
た
か
ら
あ
げ

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
積
丹
山
塊
の
余
別

岳
な
ど
は
、
十
分
に
選
考
の
基
準
を
満
た

し
て
い
る
と
思
う
の
だ
が
…
。
ま
た
、
五

十
音
順
の
山
名
索
引
が
あ
れ
ば
、
道
外
の

者
に
は
あ
り
が
た
か
っ
た
の
だ
が
。

と
も
あ
れ
、
多
く
の
人
が
本
書
を
読
み
、

眺
め
て
北
海
道
の
山
々
に
登

っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
北
の
山
で
の
体
験
を
反
易
す
る

た
め
の
座
右
の
書
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（松
沢
節
夫
）

二
〇
〇
〇
年
五
月
　
北
海
道
新
聞
社
発

行
　
一
二

五
ペ
ー
ジ
　
千
六
百
円

オ
ー
レ
ル

。
ス
タ
イ
ン
ｏ
著

澤
崎
順
之
助

・
訳

『中
央
ア
ジ
ア
踏
査
記
』
（新
装
版
）

こ
の
本
の
旧
版
の
第
二
刷
が
出
版
さ
れ

た
の
は

一
九
七
三
年
だ
か
ら
、
す
で
に
二

十
七
年
も
た
つ
。
同
書
に
は
ス
タ
イ
ン
の
　

＞

二
次
に
わ
た
る
中
央
ア
ジ
ア
踏
査
行
が
入

　

Ｈ

っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
を
ト

レ
ー
ス
す
る
の
は
少
々
厄
介
だ

っ
た
。
だ

が
少
し
前
に
第

一
次
の
踏
査
行

『砂
に
埋

も
れ
た
ホ
ー
タ
ン
の
廃
墟
』
が
出
版
さ
れ

た
。
こ
れ
を
読
む
と
第

一
次
の
踏
査
の
内

容
が
は

っ
き
り
し
、
し
た
が
っ
て
本
書
が

敦
爆
の
千
仏
洞
で
の
王
道
士
か
ら
経
典
や

絵
画
を
入
手
す
る
第
二
次
の
旅

（
一
九
〇

六
～
八
年
）
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
中
心
に
据

え
て
、
第
二
次
踏
査
を
前
半
で
詳
し
く
述

べ
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
る
。
そ
し
て

後
半
で
は
第
二
次
踏
査
行

（
一
九

一
三
～

一
六
年
）
が
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ

の
中
で
も
最
後
の
何
章
か
の
パ
ミ
ー
ル
行

の
記
述
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
本
書
に
は
パ

与減ノ
"″

たわ
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ミ
ー
ル
詳
図
が
な
い
の
で
わ
か
り
づ
ら
い

が
、
筆
者
は
自
分
で
作

っ
た
パ
ミ
ー
ル
地

形
図
で
そ
の
足
跡
を
ト
レ
ー
ス
し
た
と
こ

ろ
、
ス
タ
イ
ン
は
パ
ミ
ー
ル
中
央
部
の
峻

険
な
山
岳
地
帯
を
通
り
、
玄
美
や
マ
ル

コ

・
ポ
ー
ロ
も
通

っ
た
と
さ
れ
る
ゾ
ル

・

ク
リ
湖

（ヴ
イ
ク
ト
リ
ア
湖
）
ま
で
南
下

し
、
さ
ら
に
は
パ
ミ
ー
ル
西
部

の
氷
河
、

山
岳
地
帯
を
北
上
し
、
つ
い
最
近
日
本
人

拉
致
事
件
の
舞
台
に
も
な

っ
た
カ
ラ
テ
ギ

ン
に
ま
で
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
隊
長

と
隊
員
を
か
ね
た
ス
タ
イ
ン
の
長
期
間
か

つ
長
大
な
踏
査
記
を
読
む
と
、
現
代
の
い

か
な
る
探
検
行
も
ミ
ニ
ア
チ

ュ
ー
ル
探
検

に
堕
し
て
し
ま
う
の
だ
。
　

（田
村
俊
介
）

二
〇
〇
〇
年

一
月
　
自
水
社
発
行
　
三

二
〇
ペ
ー
ジ
　
三
千
四
百
円

松
村
武
生

・
著

岳
人
ポ
ケ
ツ
ト
ガ
イ
ド

『近
畿
の
山
Ｉ
三
重
・滋
賀
・京
都
』

『近
畿
の
山
Ⅱ
大
阪
・兵
庫
・奈
良
・

和
歌
山
』

日
本
山
岳
写
真
協
会
会
員
の
著
者
が
定

年
退
職
の
年
に
こ
の
本
の
執
筆
相
談
を
受

け
て
、
の
ん
び
り
す
る
暇
も
な
く
三
年
近

く
歩
き
回

っ
た
成
果
と
し
て
ま
と
ま

っ
た

の
が
本
書
で
あ
る
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
二
十
二
部
か
ら
な

っ

て
い
て
、
ス
タ
イ
ル
が
統

一
さ
れ
て
い
る

は
ず
な
の
に
、
手
に
と

っ
て
見
る
と
わ
ず

か
ず

つ
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
執
筆
者
の

個
性
を
活
か
し
た
企
画
の
現
れ
の
よ
う
だ
。

こ
の
二
冊
が
特
に
個
性
を
発
揮
し
て
い
る

の
は
、
ル
ー
ト
の
案
内
が
詳
細
を
極
め
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。
そ
れ
は
著
者
が
歴
史
を

含
め
て
最
新
の
情
報
を
提
供
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
、
詳
細
な
記
録
を
残
し
な
が

ら
の
表
現
で
あ
り
い
確
か
に
歩
い
た
人
に

し
か
書
け
な
い
案
内
で
あ
る
。
掲
載
さ
れ

た
写
真
も
素
晴
ら
し
い
。

シ
リ
ー
ズ
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
交
通
、

宿
舎
、
装
備
表
な
ど
の
内
容
が
充
実
し
て

い
て
親
切
で
あ
る
。
末
尾
に

「お
ち
こ
ち

プ
ラ
ン

・
サ
ブ

コ
ー
ス
」
と
称
す
る
カ
ラ

ー
以
外
の
ペ
ー
ジ
で
十
余
の
山
を
紹
介
し

て
い
る
が
、
数
を
追
加
し
た
付
録
の
よ
う

に
見
え
る
の
が
残
念
だ
。
　

⌒阿
部
和
行
）

二
〇
〇
〇
年
四
月
　
東
京
新
聞
出
版
局

発
行
　
一
三
八
ペ
ー
ジ
　
各
千
百
円

『Ｊ
．〓
田

〓
一〓
＞
Ｆ
＞
＜
＞
Ｚ

」
０
⊂
コ
Ｚ
＞
Ｆ
』

く
Ｏ
Ｆ
口
釧
　

Ｊ
０
０
０

「ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
る
鶴
」
（松
田
雄

一
）
、

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」

（中
村
保
）
と
い
っ
た

本
会
員
の
貴
重
な
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
内
外
の
岳
人
や
研
究
者
の
注
目
を
集

め
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
目
次
で
は

「サ
イ
パ
ル
遠
征
」

（野
沢
井
歩
）
の
登
攀

記
や
、
追
悼
に
も
邦
人
名
が
日
に
つ
く
。

イ
ン
ド
女
子
隊
が
標
高
三
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
以
上
の
三
十
九
の
峠

（最
高
五
七
五

○
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
、東
イ
ン
ド
か
ら
ブ

ー
タ
ン
、
シ
ツ
キ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
そ
し
て

再
度
イ
ン
ド
に
入
リ
カ
ラ
コ
ル
ム
峠
ま
で
、

雪
や
ク
レ
バ
ス
に
苦
闘
し
な
が
ら
百
九
十

八
日
か
け
て
四
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

踏
破
し
た
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
記
事
は
圧
巻
。

六
十
四
年
前
の
シ
プ
ト
ン
と
テ
イ
ル
マ

ン
の
足
跡
を
た
ど

っ
て
バ
ド
リ
ナ
ス
か
ら

ケ
ダ
ル
ナ
ス
ヘ
分
水
嶺
を
歩
い
た
英
隊
と
、

別
ル
ー
ト
を
た
ど

っ
た
ジ

ョ
ン

・
シ
プ
ト

ン

（シ
プ
ト
ン
の
息
子
）
隊
が
ケ
ダ
ル
ナ

ス
で
合
流
と
い
っ
た
記
念
す
べ
き
報
告
も

興
味
深
い
。

シ
ア
チ

エ
ン
氷
河
の
カ
パ
デ
イ
ア

（当

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・
ジ
ヤ
ー
ナ
ル
の
編
集
長
）

隊
は
源
流
の
イ
ン
デ
イ
ラ

・
コ
ル
に
至
り
、

六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
峰
の
初
登
頂
に
成
功

し
た
。
報
告
書
の
中
で
軍
隊
駐
留
が
自
然

破
壊
を
促
進
し
て
い
る
と
指
摘
し
、　
一
日

も
早
い
紛
争
終
結
を
訴
え
て
い
る
。
同
様

に
元
シ
ア
チ

エ
ン
氷
河
隊
指
揮
官
も
氷
点

下
四
〇
度
の
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
す

駐
屯
地
で
の
惨
状
や
自
然
汚
染
に
言
及
し
、

イ
ン
ド

・
パ
キ
ス
タ
ン
国
境
に

「
シ
ア

（薔
薇
）
国
際
公
園
」
の
設
立
を
提
唱
し

て
い
る
。

そ
の
他
ク
リ
ス

・
ボ
ニ
ン
ト
ン
隊
の
初

登
頂
挑
戦
や
書
評
の

「＞

∽
↓
智
ヴ
一の
国
卿

ＨＺ

弓
昴
国
↓
」

（河
口
慧
海
の
物
語
）
な
ど

読
み
応
え
が
あ
る
。
　

　

　

（南
井
英
弘
）

〓
Ｈて
５
卜
＞
一く
＞
Ｚ

Ｏ
Ｆ
⊂
”

（”
〇
ヨ
σ
”
く
）

刊
　
一二
一
三
ペ
ー
ジ

ruq-trt)..tt Y 18,000 ;Hturrt
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轟

爾

爾

四
月
理
事
会

日
時
　
四
月
十
二
日
　
十
八
時
三
十
分
～

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
大
塚
会
長
、
小
倉
、
大
森
、
竹

内
各
副
会
長
、
西
村
、
村
井
（龍
）
、
森
、

宮
崎
、
高
原
、
勝
山
、
村
井
（葵
）
、
高
遠
、

藤
井
（宮
下
代
理
）、
鯵
坂
、
松
原
、
増
山
、

坂
井
、
河
西
各
理
事
、
神
崎
、
中
村
各
監

事
、
平
山
、
中
川
、
吉
永
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
坂
本
理
事
、
平
野
、
田
邊
各
常
任

評
議
員

【審
議
事
項
】

一
、
平
成
十
二
年
度
総
会
議
案

①
平
成
十

一
年
度
事
業
報
告
（別
紙
資
料
）

に
つ
い
て

（西
村
）　
　
　
　
　
　
承
認

②
平
成
十

一
年
度
収
支
決
算

（収
支
計
算

書
、
正
味
財
産
増
減
計
算
書
、
貸
借
対
照

表
、
財
産
目
録
）報
告
（村
井
龍
）

承
認

③
監
査
（四
月
十

一
日
実
施
）結
果
は
い
ず

れ
も
正
確
か
つ
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

旨
文
書
に
よ
る
報
告

（神
崎
、
中
村
）

④
平
成
十

一
年
度
末
除
籍
対
象
者
は
七
十

六
名
、
連
絡
を
と
る

（村
井
龍
）

以
上
二
月
理
事
会
で
承
認
さ
れ
て
い
る

平
成
十
二
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
を

含
め
総
会
へ
付
議
す
る
す
べ
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
。

二
、
掲
載
許
可
、
リ
ス
ト

・
資
料
の
使
用
、

写
真
貸
し
出
し
な
ど
の
許
可
願
い
（西
村
）

①
文
藝
春
秋
社
よ
リ
ナ
ン
バ
ー
プ
ラ
ス

「
ニ
ツ
ポ
ン
の
挑
戦
」
（五
月
十

一
日
発
売
）

に

一
九
二

一
年
の
槙
有
恒
氏
ア
イ
ガ
ー
登

攀
記
事
と
写
真
の
掲
載
。
（西
村
）
　

承
認

②
山
と
漢
谷
社
よ
り

「日
本
三
〇
〇
名
山

登
山
ガ
イ
ド
」
の
企
画
に
、当
会
が
選
定
し

た
三
〇
〇
名
山
リ
ス
ト
を
使
用
。
（西
村
）

（小
倉
厚
会
員
の
了
解
を
条
件
に
）
承
認

③
植
村
記
念
財
団
よ
り
四
月
二
十
九
日
よ

り
九
月
二
十
四
日
ま
で
の
展
示
会

「
エ
ベ

ン
ス
ト
に
立
つ
」
で
使
用
す
る
エ
ベ
ン
ス

ト
模
型
お
よ
び
映
像

「
エ
ベ
ン
ス
ト

ヘ
の

道
」
の
二
点
の
借
用
。
　
　
　
　
　
承
認

④
毎
日
新
聞
社
よ
り

「さ
よ
な
ら
二
十
世

紀
カ
メ
ラ
が
と
ら
え
た
日
本
の

一
〇
〇
年
」

展
に
今
西
寿
雄
氏
撮
影
の
写
真

「
マ
ナ
ス

ル
頂
上
に
立
つ
ギ
ャ
ル
ツ
エ
ン
」
の
貸
し

出
し

（二
〇
〇
〇
年
二
月
よ
り
二
〇
〇

一

年
六
月
ま
で
）依
頼
。　
　
　
　
　
　
承
認

三
、
重
複
本
寄
贈
依
頼

（西
村
）

孫
慶
錫
名
誉
会
員
よ
り
昨
秋
ソ
ウ
ル
市

郊
外
に
開
館
し
た

「韓
国
登
山
文
化
院
」

に
備
え
る
図
書
と
し
て
。
（日
本
山
岳
会

の
寄
贈
図
書
と
明
示
、
送
料
は
依
頼
者
の

負
担
を
条
件
に
）　
　
　
　
　
　
　
承
認

四
、
資
料
使
用
期
間
の
更
新
願
い

（西
村
）

日
本
体
育
・学
校
教
育
セ
ン
タ
ー
（秩
父

宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
）
よ
リ
マ
ナ
ス

ル
登
山
関
連
資
料
（頂
上
の
石
他
三
点
、合

計
四
点
）
。資
料
委
で
品
物
確
認
の
上
承
認

【報
告
事
項
】

一
、
中
国
登
山
協
会
の
曽
曙
生
主
席
が
ア

ジ
ア
山
岳
連
盟
理
事
会
出
席
の
た
め
来
日

中
。
歓
迎
パ
ー
テ
イ
ー
を
四
月
十
三
日
、

グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
水
道
橋
で
開
催
、
十
九

名
出
席
予
定
。
日
中
友
好
登
山
二
十
周
年

記
念
事
業
内
容
の
打
ち
合
わ
せ
。
（増
山
）

二
、
ア
ル
バ
ー
タ
二
〇
〇
〇
実
行
委
員
会

よ
り
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
カ

ナ
ダ
山
岳
会
会
長
、
副
会
長
、
ジ
ャ
ス
パ

ー
イ

エ
ロ
ー
ヘ
ッ
ド
山
岳
博
物
館
館
長
が

来
日
、
大
塚
会
長
以
下
日
本
側
実
行
委
員

会
メ
ン
バ
ー
と
登
山
、
記
念
行
事

（予
算

案
、
カ
ナ
ダ
観
光
局

・
ア
ル
バ
ー
タ
州
政

府
の
役
割
、
同
行

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
の
参

加
条
件
な
ど
）
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
。

三
、
支
部
行
事
参
加

（四
月
八
日
の
山
陰

支
部

へ
大
塚
会
長
）
、
（同
日
山
梨
支
部

ヘ

小
倉
副
会
長
）
報
告
。

四
、
上
高
地
山
研
に
お
い
て
ミ
ニ
水
力
発

電
完
工
式
お
よ
び
運
転
を
五
月
十
五
日
実

施
予
定
。
（小
倉
副
会
長
）

五
、
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会

・
高
原

四
月

一
日
、　
一
九
九
九
年
度
下
期
新
入

会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
を
会
議
室
で

開
催
。
参
加
者
十
九
名
。

図
書
管
理
小
委
員
会

・
村
井

（龍
）

図
書
の
寄
託
は
、
二
月
理
事
会
で
承
認

さ
れ
た
北
海
道
支
部
と
本
の
種
類
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。
ま
た
関
西
支

部
の
依
頼
で

『山
岳
』
欠
号
十
七
冊
を
寄

贈
。
新
入
会
員
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

出
席
者
に

『山
岳

一
九
九
八
年
』
を
贈
呈
。

会
報
編
集
委
員
会

・
村
井

（葵
）

『山
』
四
月
号
巻
頭
は

「日
本
山
岳
会

の
図
書
室
」
に
関
す
る
原
稿
を
掲
載
。

海
外
連
絡
委
員
会

・
増
山
、
中
村

①
ア
メ
リ
カ
の
登
山
家
ジ
ム

・
ウ
イ
ッ
タ

カ
ー
氏

（
一
九
六
三
年
エ
ベ
ン
ス
ト
西
稜

初
登
頂
、
七
八
年
Ｋ
２
登
山
隊
長
）
が
来

日
、
二
十
日
夕
刻
よ
リ
ル
ー
ム
で
大
塚
会

長
と
会
談
の
予
定
。

②
四
月
十
日
、
ネ
パ
ー
ル
登
山
協
会
会
長

タ
シ

・
ザ
ン
ブ
ー

・
シ
ェ
ル
パ
氏

（
一
九

八
八
年
エ
ベ
ン
ス
ト
三
国
合
同
登
山
ネ
パ

ー
ル
登
攀
隊
長
）
が
当
会
を
来
訪
、
大
塚

会
長
と
会
談
し
た
。

遭
難
対
策
委
員
会

・
松
原

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

を
計
画
し
て
い
る
。
山
岳
遭
難
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
収
集
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
た
い
。

そ
の
他

①
各
支
部
の
支
部
長
が
交
代
し
た
と
き
は

新
支
部
長
の
プ
ロ
フ
イ
ー
ル
を
会
報
に
紹

介
す
る
。

②
評
議
員
会
を
四
月
十
五
日
十
三
時
よ
り

今
年
も

●
ｒ
Ｌ
ＥＷ
Ｌ

で
会

い
ま
し
よ
う

(14)
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開
催
。
総
会
議
案
な
ど
が
議
題
。

■
会
員
異
動

物
故

野
田
福
五
郎

（三
〇
七
九
）
００

・
４

・
２

紀
伊
輝
彦

（四
七
二
七
）
００

ｏ
４

・
２４

退
会

竹
内
通
雄

（五
三
〇
四
）

山
之
内
秀

一
郎

（九

一
九
六
）

三
品
武
彦

（九
二
八

一
）

加
藤
秀
夫

（九
五
七
三
）

テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
、
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

計
画
実
習
な
ど
を
学
び
ま
す
。

期
日
　
八
月
十
七
日
囚
～
二
十
日
０

場
所
　
上
高
地
山
岳
研
究
所

講
師
　
森
美
文

（山
研
運
営
委
員
、
元
国

定
公
園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
自
然

解
説
員
）
、
他

対
象
　
十
八
歳
以
上
で
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ

ー
を
目
指
す
環
境
教
育
指
導
者
、

教
員
、
学
生
な
ど
二
十
名

＊
自
然
の
知
識
や
解
説
経
験
の
な
い
方
も

参
加
可

費
用
　
四
万
三
千
円

（非
会
員
は
四
万
八

千
円
）
研
修
費
、
教
材
費
、
宿
泊

費
、
食
事
代
を
含
む

申
込
　
七
月
末
日
ま
で
に
、
森
美
文
宛

（〒
二
四
〇

‐
○
〇

一
二
横
浜
市

保
土
ヶ
谷
区
月
見
台
四
四

‐
七

皿
・
Ⅲ
Ｏ
四
五
‐
三
四
一
‥
五
一

八
五
）

◆
第
十
七
回
全
国
支
部
懇
談
会東

九
州
支
部

日
時
　
九
月
十
六
日
ω
～
十
七
日
０

十
六
日
日
程

受
付
　
十
二
時

「
つ
る
み
荘
」

記
念
講
演
会
　
十
三
時
～
十
四
時
三
十
分

講
師

・
斎
藤
惇
生

（前
会
長
）

演
題

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
地

（仮
題
）

懇
談
会

・
～
十
七
時

懇
親
会

・
十
八
時
～
二
十

一
時

十
七
日
久
住
登
山

つ
る
み
荘
―
牧
ノ
戸
峠
Ｉ
Ａ
コ
ー

ス
の
み
中
岳
経
由
―
久
住
山
真

´

川
鼻

（分
駅
十
五
時
解
散

費
用
　
一
万
九
千
八
百
円
　
定
員
三
百
名

申
込
　
八
月
十
日
ま
で
に
西
孝
子
宛

（〒

八
七
〇

‥
〇
〇
二

一　

大
分
市
府

内
町

一
‥
三
‥
王
ハ
　
皿
＆
Ⅲ
Ｏ

九
七

‥
五
三
二
‥
〇
九
二
六
）

＊
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

◆
五
周
年
記
念
山
行

・
集
会
の
お
知
ら
せ

９５
同
期
会

日
時
　
七
月
十
四
日
０
～
十
六
日
０

場
所
　
学
習
院
日
光
光
徳
小
屋

山
行
　
十
五
日
女
峰
山
（十
四
日
夜
集
合
）

集
会
の
み
に
参
加
の
方
は
十
五
日

夜
に
集
合

締
切
　
七
月
八
日
０
　
先
着
三
十
名

申
込
　
ハ
ガ
キ
か
Ⅲ
に
氏
名
、
会
員
番
号
、

年
齢
、
皿
＆
Ⅲ
番
号
を
明
記
し
て

福
岡
孝
昭
宛

（〒

一
六
六

‥
○
○

〓

一　
杉
並
区
和
田

一
‥
二
五
‐

一
三
）

Ⅲ
Ｏ
三
‥
五
三
四
〇
‐
八
五
四
四

＊
申
込
者
に
は
詳
細
を
送
付
し
ま
す
。

◆
日
本
山
岳
画
協
会
展

期
日
　
七
月
二
日
０
～
九
日
０
　
十

一
時

～
十
八
時
三
十
分

（最
終
日
は
十

七
時
ま
で
）
　

入
場
無
料

会
場
　
朝
日
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（東
京

都
中
央
区
銀
座
四
‥
一
〇

一　

皿

〇
三
‥
二
五
六
七

‥
一
六
七

一
）

問
合
せ
　
牧
潤

一
ま
で

（肌
＆
Ⅲ
Ｏ
四
九

二
‐
六
四
‥
七
三
六
九
）

■
訂
正
　
五
月
号

一
九
ペ
ー
ジ

一
段
九
行

日
、
「フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ

ｎ
秋
山
郷

・
苗
場

山
」
の
期
日
、
八
月
十
九
日
ω
～
二
十

一

０
は
０
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

¨
編
集
後
記
¨

●
巻
頭
に
、
発
展
著
し
い
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
お
け
る
進
捗
状
況
を
掲
載

し
ま
し
た
。
メ
ー
ル
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ア
ド
レ
ス
は
奥
付
に
記
載
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
を
―

●
会
報

『山
』
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
投

稿
を
中
心
に
編
集
し
て
お
り
ま
す
が
、
機

関
紙
の
ひ
と
つ
の
目
的
と
し
て
、
後
世
に

記
録
を
残
す
重
要
な
役
割
も
担

っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
原
稿
の
締
め
切
り
は
前
月
の
十
日
、
八

月
号

（八
月
二
十
日
発
行
）
は
七
月
十
日

（四
十
日
前
）
で
す
。
特
に
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
の
行
事
案
内
な
ど
は
、
時
機
を

逸
す
る
と
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　

（村
井
葵
）

日
浦
厚
子

渡
辺
　
惇

上
野
明
人

福
島

一
三

終
身
会
員

堀
越
利
男

小
椋
凱
夫

（
一
〇
九
〇
三
）

（
一
一
〇
六
二
）

（
一
一
二
二
五
）

（
一
一
二
九
〇
）

（四
二
五
五
）

（四
八
五
二
）

lNFORMA丁 10N

イラスト・村上直温

◆
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー

山
研
運
営
委
員
会

自
然
解
説
の
概
要
か
ら
イ
ン
タ
ー
プ
リ
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